
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 教員評価「ICT機器や教材を活用した分かりやすい授業を展開」肯定100％ 4 保護者評価「学習理解に関する項目」肯定100％

3 教員評価「ICT機器や教材を活用した分かりやすい授業を展開」肯定80％ 3 保護者評価「学習理解に関する項目」肯定80％

2 教員評価「ICT機器や教材を活用した分かりやすい授業を展開」肯定60％ 2 保護者評価「学習理解に関する項目」肯定60％

1 教員評価「ICT機器や教材を活用した分かりやすい授業を展開」肯定60％未満 1 保護者評価「学習理解に関する項目」肯定60%未満

4 教員評価「校内委員会実施と支援進捗状況の報告」肯定100％ 4 総合質問紙調査「先生との関わり関する項目」肯定100％

3 教員評価「校内委員会実施と支援進捗状況の報告」肯定80％ 3 総合質問紙調査「先生との関わり関する項目」肯定80％

2 教員評価「校内委員会実施と支援進捗状況の報告」肯定60％ 2 総合質問紙調査「先生との関わり関する項目」肯定60％

1 教員評価「校内委員会実施と支援進捗状況の報告」肯定60％未満 1 総合質問紙調査「先生との関わり関する項目」肯定60%未満

4 教員評価「学年目標に向かう指導を計画的にできた」肯定100％ 4 総合質問紙調査「将来に関する項目」肯定100％

3 教員評価「学年目標に向かう指導を計画的にできた」肯定80％ 3 総合質問紙調査「将来に関する項目」肯定80％

2 教員評価「学年目標に向かう指導を計画的にできた」肯定60％ 2 総合質問紙調査「将来に関する項目」肯定60％

1 教員評価「学年目標に向かう指導を計画的にできた」肯定60％未満 1 総合質問紙調査「将来に関する項目」肯定60%未満

4 教員評価「問題行動に対して組織的な対応が取れた」肯定100％ 4 保護者評価「問題行動に対する学校の対応に関する項目」肯定100％

3 教員評価「問題行動に対して組織的な対応が取れた」肯定80％ 3 保護者評価「問題行動に対する学校の対応に関する項目」肯定80％

2 教員評価「問題行動に対して組織的な対応が取れた」肯定60％ 2 保護者評価「問題行動に対する学校の対応に関する項目」肯定60％

1 教員評価「問題行動に対して組織的な対応が取れた」肯定％未満 1 保護者評価「問題行動に対する学校の対応に関する項目」肯定60%未満

4 教員評価「道徳の授業を計画に沿って実施し、よりよい人間関係づくりを進めた」肯定100％ 4 総合質問紙調査「あいさつ・人間関係に関する項目」肯定100％

3 教員評価「道徳の授業を計画に沿って実施し、よりよい人間関係づくりを進めた」肯定80％ 3 総合質問紙調査「あいさつ・人間関係に関する項目」肯定80％

2 教員評価「道徳の授業を計画に沿って実施し、よりよい人間関係づくりを進めた」肯定60％ 2 総合質問紙調査「あいさつ・人間関係に関する項目」肯定60％

1 教員評価「道徳の授業を計画に沿って実施し、よりよい人間関係づくりを進めた」肯定60％未満 1 総合質問紙調査「あいさつ・人間関係に関する項目」肯定60％未満

4 教員評価「安全指導の計画的な実施」肯定100％ 4 保護者評価「児童の安全に関する項目」肯定100％

3 教員評価「安全指導の計画的な実施」肯定80％ 3 保護者評価「児童の安全に関する項目」肯定80％

2 教員評価「安全指導の計画的な実施」肯定60％ 2 保護者評価「児童の安全に関する項目」肯定60％

1 教員評価「安全指導の計画的な実施」肯定60%未満 1 保護者評価「児童の安全に関する項目」肯定60%未満

項目
学校関係者評価

取組目標 具体的方策

令和６年度　墨田区立錦糸小学校　学校経営計画・経営報告書（自己評価・学校関係者評価）
作成者　校長　髙山　幸

学校教育目標

目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

◎おたがいを大事にする子（重点目標）   ○  最後までやりとげる子

○  進んで学習する子 　　　　　　　　　○  体をきたえる子

◆児　童：安心して通え、児童自身がもつ力を十分に発揮できる学校

◆教　師：教師が協働し、児童のためにもてる力を十分に生かせる学校

◆保護者：児童の成長を実感できる学校

◆地　域：地域と学校との結びつきを感じられる学校

☆学び合い、認め合い、高め合う子

☆自ら取り組み、解決に向けて最後までやりぬく子

☆健康で安全な生活を心がけ、体をきたえる子

○「わかる授業」「楽しい授業」を追究し工夫する教師

○子供の思いを受け止め、一人一人のよさや個性を伸ばす教師

○教師としての自覚をもち、保護者・地域から信頼される教師

分析 改善方策取組指標 成果指標

夢を持っている児童89.1%
出前授業に各学年で取り組
み、将来の自分像や憧れをも
たせてきた。地域人材を活用
した授業を通し、地域愛の醸
成に努めてきた。

①児童の発達段階に応じた
キャリアパスポートの活用と
出前授業の実施
②地域に役立つ活動の実践を
通した地域愛や自己有用感の
醸成

B B

特別な支援を必要とする子供に対
しての、組織的な支援等を行う。

①毎月の校内委員会実施と特別支
援教室や日本語指導との連携並び
にその視覚化
②すみだ国際学習センター、
ＳＣ・ＳＳＷ等との連携 3 3

教職員100%・保護者86%
毎月の校内委員会で課題を吸
い上げ、臨時校内委員会で対
応策について検討を重ねる
等、計画的な実施をした。

①定期と臨時を組み合わせた
校内委員会の実施による、支
援を要する児童への組織的か
つ迅速な対応の徹底
②関係諸機関との連携の充実 A B

①校内研究の主題の実現に向け
た、子供の変容の見取りと授業づ
くり
②区のデジタル教材等を活用しな
がらの、各教科の基礎・基本的な
内容の定着

確かな学力を育てるための、分か
りやすい授業を実施する。

〇区の調査で、学力は向上して
いるが、理解度が低い児童の
フォローをどうしていくのか。
誰も取り残されないようにお願
いする。
〇保護者からの回答を見ても、
ＩＣＴ機器を活用しての授業が
充実していると思う。

BB

①週の学習指導計画の充実と目
標を明確化した授業の実践
①校内研究の充実やICT機器等の
活用による、分かりやすい授業づ
くりを目指した指導力の向上
②学習状況調査結果の分析並びに
定着のための指導の充実

教職員100%・保護者85%
ITC機器や教材を活用し、分
かりやすい授業に努めている
が、学年や教科によっては学
力の二極化も見られる。34

〇概ね良い。

各
教
科
指
導
等

生
活
指
導
等

〇地域や外部の方の授業
は、とても心に残るようで
後々まで家で話している。
ぜひ続けてほしい。

問題行動等の予防や解決に向けた
組織的な取組を行う。

①いじめ、不登校の未然防止、早
期発見、早期対応等、組織的な取
組
②生活指導全体会及び毎週の夕会
での児童理解 4 3

教職員100%・保護者89%
生活指導、保護者との連携、
区への報告などを含め、組織
として対応してきた。重篤な
いじめにつながらないよう問
題行動に日々真摯に対応して
きた。

①いじめ・不登校の未然防止
に向けた情報共有と、生活指
導主幹を中心にした組織的な
対応の徹底
②生活指導夕会等を活用した
児童理解と、具体的対応策の
共有

A A

〇日本語が難しい子供たち
へのサポートが、教室の雰
囲気も含めてとても素晴ら
しい。

社会的自立に向けた進路指導・
キャリア教育・相談活動等に取り
組む。

①キャリアパスポートの作成や出
前授業を通したキャリア教育の実
施
②地域と関わる学習を通した地域
愛や自己有用感の醸成 3 3

子供の安全を確保するための取組
等を行う。

①危険回避能力の育成のための確
実な安全指導の実施
②全学年、セーフティ教室の実施

3 3

教職員90%・保護者95%
安全指導・避難訓練・セーフ
ティ教室を計画的に実施し、
児童の安全指導に努めてき
た。

①毎月の安全指導、避難訓練
を通した、危険回避能力育成
の更なる充実
②児童の発達段階に応じた
セーフティ教室実施による、
情報モラル等の定着

B

〇朝も安全に配慮を感じる
し、安心して登校させるこ
とができる。
〇ハンカチを持とう、元気
よく挨拶しようという気持
ちが子供たちから伝わる。
先生方のアプローチが大変
良いと感じる。

〇朝の見守り、挨拶運動
は、子供たちや近所の方、
通勤で通る大人の方々も良
い気持ちになると思う。

A

基本的な生活・社会習慣、人間関
係づくりのための心の教育などに
取り組む。

①挨拶ができる児童の育成
②「特別の教科　道徳」を中心に
よい人間関係をつくろうとする態
度と実践力の向上

3 3

教職員82%・保護者81%
登校時の挨拶は向上が見られ
るが、保護者や来校者に対し
ては消極的になる傾向が見ら
れる。

①生活目標の視覚化、朝の見
守りや児童中心の挨拶運動等
の実施による、挨拶の啓発
②特別の教科　道徳における
児童の心に響く授業の実践と
公開による保護者・地域との
連携

B A

〇令和６年度 学校経営計画における重点内容

〔基本的な生活・社会習慣、人間関係づくりのための心の教育〕

友達と協力し、集団の中での自己の役割を果たすことを通した自己有用感の醸成

〔確かな学力の定着と向上〕

校内研究を中心とした授業改善

地域を教材とした探究学習の充実

デジタル教材等を活用した基礎学力の定着



評価 評価 自己評価 改善方策 意見等
項目

学校関係者評価
取組目標 具体的方策 分析 改善方策取組指標 成果指標

4 教員評価「授業改善に関する項目」肯定100％ 4 保護者評価「授業改善に関する項目」肯定100％

3 教員評価「授業改善に関する項目」肯定80％ 3 保護者評価「授業改善に関する項目」肯定80％

2 教員評価「授業改善に関する項目」肯定60％ 2 保護者評価「授業改善に関する項目」肯定60％

1 教員評価「授業改善に関する項目」肯定60%未満 1 保護者評価「授業改善に関する項目」肯定60%未満

4 教員評価「教職員としての自覚にする項目」肯定100％ 4 保護者評価「教員の対応に関する項目」肯定100％

3 教員評価「教職員としての自覚にする項目」肯定80％ 3 保護者評価「教員の対応に関する項目」肯定80％

2 教員評価「教職員としての自覚にする項目」肯定60％ 2 保護者評価「教員の対応に関する項目」肯定60％

1 教員評価「教職員としての自覚にする項目」肯定60%未満 1 保護者評価「教員の対応に関する項目」肯定60%未満

4 教員評価「安全点検の実施と教育環境に関する項目」肯定100％ 4 保護者評価「学校は教育環境を整えているか」肯定100％

3 教員評価「安全点検の実施と教育環境に関する項目」肯定80％ 3 保護者評価「学校は教育環境を整えているか」肯定80％

2 教員評価「安全点検の実施と教育環境に関する項目」肯定60％ 2 保護者評価「学校は教育環境を整えているか」肯定60％

1 教員評価「安全点検の実施と教育環境に関する項目」肯定60%未満 1 保護者評価「学校は教育環境を整えているか」肯定60%未満

4 HP更新頻度及び教員評価「学校からの発信」肯定100％ 4 保護者評価「学校からの発信」肯定100％

3 HP更新頻度及び教員評価「学校からの発信」肯定80％ 3 保護者評価「学校からの発信」肯定80％

2 HP更新頻度及び教員評価「学校からの発信」肯定60％ 2 保護者評価「学校からの発信」肯定60％

1 HP更新頻度及び教員評価「学校からの発信」肯定60%未満 1 保護者評価「学校からの発信」肯定60%未満

4 教員評価「地域を生かした学習に取り組んだ」肯定100％ 4 保護者評価「地域・PTAとの連携に関する項目」肯定100％

3 教員評価「地域を生かした学習に取り組んだ」肯定80％ 3 保護者評価「地域・PTAとの連携に関する項目」肯定80％

2 教員評価「地域を生かした学習に取り組んだ」肯定60％ 2 保護者評価「地域・PTAとの連携に関する項目」肯定60％

1 教員評価「地域を生かした学習に取り組んだ」肯定60%未満 1 保護者評価「地域・PTAとの連携に関する項目」肯定60%未満

4 4

3 3

2 2

1 1

　

4 3

教職員100%・保護者97%
年間計画に基づき、計画的に
学年会・校内OJT・服務事故
防止研修を実施した。

①教職員の指導力向上を目指
した学年会及び校内OJT等の
研修会の充実
②服務事故の未然防止に向け
た計画的な研修の実施による
教職員としての自覚の促進

A B

B B

〇概ね良い。

〇子供たちの憧れ、大谷翔
平さんグローブをもっと身
近に！管理の面では難しい
と思うが。

子供の実態に合わせた教育目標設
定及び学校評価等を適切に行う。

①学力状況調査等の結果を踏ま
え、児童の実態を把握した目標の
設定、改善プランの作成・実行及
び、学校評価での成果の検証

4 3

教職員100%・保護者89%
授業におけるICT機器や一人
一台タブレット端末の効果的
な活用に向けて積極的に取り
組んだ。

①学習状況調査等の結果を踏
まえ、学級の実態よ課題を把
握した目標の設定、改善プラ
ンの作成・日々の実践の推進

B B

〇概ね良い。

〇個人面談の日程あわせな
ど、担任の先生方に大変エ
ネルギーを感じる。

〇本所警察をお呼びした自
転車教室、地域の方々を交
えた見学、子供たちの心を
大変育んでいると思う。

教職員100%・保護者93%
面談や保護者会での情報共有
及び、児童の学習や活動、給
食の様子、各種たより等の
ホームページでの発信が保護
者の学校理解につながった。

①ホームページやCocoo等を
活用した、日常の教育活動の
積極的な発信
②保護者会・個人面談の適切
な実施、必要に応じた保護者
との情報共有による連携

学
校
の
管
理
運
営

家
庭
・
地
域
連
携

教育方針や日常の教育活動の様子
などを工夫して分かりやすく伝え
る取組等を行う。

①学校だよりを始め各種たよりや
ホームページ、Cocooによる、保
護者に向けた日常の教育活動の発
信
②保護者全体会・保護者会・個人
面談の適切な実施

4 3

A B

B B

3

教職員100%・保護者92%
PTAや地域統括アドバイザー
を中心にした、地域人材の活
用等の学習や朝の読み聞かせ
に積極的に取り組んだ。

①地域資源・人材を活用した
学習の更なる推進
②PTAと連携した、朝の読み
聞かせや放課後の居場所づく
りの充実

適切な教育活動が行える教育環
境・設備等を整える。

①毎月実施する安全点検と迅速な
対応
②各教室の環境整備及び持続的な
学校環境衛生

3 3

教職員92%・保護者91%
毎月の安全点検を計画的に実
施するとともに、教育環境整
備に向け、区と連携した対応
を迅速に行った。

①校内外の安全点検の徹底に
よる教育環境・設備の充実
②各教室の環境整備及び持続
的な学校環境衛生のための定
期的な点検の充実

保護者や地域の理解や協力を得た
教育活動を行う。

①学校運営連絡協議会や同窓会と
連携し、地域統括アドバイザーを
中心に地域素材や人材を活用した
授業の展開
②ＰＴＡと連携した、朝の読み聞
かせや放課後の居場所づくり

4

組織的な人材育成を行う。 ①学年会及び校内ＯＪＴとして、
教職員の指導力向上を目指した研
修会の実施
②服務事故の未然防止に向けた計
画的な研修の実施

〇令和６年度 学校経営報告のまとめ（総括）

・地域を教材とした探究学習について、今年度も多大な協力を得ることができた。生活科・総合的な学習の時間の学習に

おいて、地域の人々・関連施設の皆様から多大なる協力をいただき、子供たちの願いを実現できる良い機会となった。

・学力向上に向けた取組では、学習習慣の定着を図るため各種ワークシートやアプリの活用、補習学習、家庭学習の定着に

注力してきた。日々の取組の成果が区学習状況調査の結果につながった。児童一人一人に学ぶ喜びを感じさせたい。


